
 

 

 

 

発行 札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会 「とよひら・りんく」事務局 

                 
         平成２８年度 第１回合同会議を開催 

平成 28年 5月 30日（月）18:30～20:00（豊平区民センター） 

                  平成 28年度第 4回合同会議を開催いたしました。 

医療・介護関係者等、82名が参加されました。 

                                 

                

 

 

 

 

 

 

 
（ごう在宅クリニック 中嶋 豪 院長） 

実践報告アンケート（一部） 

・終末期を自宅で迎えたいが家族の迷惑をかけたくないとの声もあり、医療・介護専門職の介入がより必要だと思

った。（医療機関・医師） 

・在宅療養の課題から自院の課題が見えた気がしました。（医療機関・看護師） 

・看取りの方の家族の意向や医師との連携の取り方が参考になりました。（介護施設・介護支援専門員） 

・看取りの対応など、受け入れる在宅・介護施設の体制を考える必要があると思いました。（調剤薬剤師） 

・施設内に医療処置の方が多く、ケアの向上が求められると再認識しました。（訪問看護師） 

 

グループワークアンケート（一部） 

・多職種でのグループワークで多くの課題を知ることができ、勉強になりました。（医療機関・看護師） 

・時間が足りなかった。もう少しみなさんのお話を聞きたかった。（医療機関・看護師） 

・みなさんからのお話で、自院での課題を見直すきっかけになりました。（医療機関・リハビリ職） 

・普段聞くことができないお話をたくさん聞けて良かったです。（調剤薬剤師） 

・嚥下評価、退院指導の課題、情報共有…等、課題が多くあることを再認識しました。（介護施設・ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ） 
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合同会議の様子 

 

（実践報告）医療ニーズを抱えた方の退院・在宅支援について 

 
 平成 23年度に当会を設立し、今年度で 6年目に入りました。 

 設立当初は「看取り支援」について考え、研修会を続けていました。その後、「人生の最終段階の意思決定支援」に

も取り組みました。地域の連携課題が全て解決されたわけでもなく、まだ解決策が必要な項目が多いのが事実です。 

 今年度は「医療ニーズを抱えた方の退院・在宅支援について」考えることとして、今回の第 1 回合同会議では医師、

介護施設、訪問看護の実践報告の後、多職種でグループワークを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「医療ニーズを抱えた方の退院・在宅支援について」 

下記の 3名より実践報告をしていただきました。 

（医師の立場）ごう在宅クリニック 中嶋 豪 院長 

（介護施設の立場）特別養護老人ホーム 幸栄の里 田村 素子 施設長 

（訪問看護の立場）訪問看護ステーション水源池すずらん  

清水 留美子 主任看護師 



                このグループワークの結果に基づき、今後、皆さんと共に解決策の検討・実施 

               を行っていきます。 

  

コメント内容（一部） 

（受診・入院）・医療機関より/受診時の情報不足（家族背景、受診目的等）、介護施設より/急変時の指示が分からない。 

（医療行為）・医療機関より/退院時指導内容が施設内で共有されていない、介護施設より/受入れの不安、経験がない。 

（本人・家族支援）・共通意見/早期に人生の最終段階の意向を確認するのが難しい・確認しても見直しがされていない。 

（退院時）・共通意見/カンファレンスが開催されず情報が共有されない、介護施設より/生活場所の違いに配慮されない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度（平成 28年度）合同会議予定 

第２回合同会議：７月２５日（月）18：30～20：00  第３回合同会議：１０月３１日（月）18：30～20：00  

第４回合同会議：３月２７日（月）18：30～20：00  ※その他、研修会は決まり次第、連絡します。 

 

とよひら・りんく事務局 西岡病院 地域連携室 岡村・田附・横田   ホームページ：http://www.toyohiralink.jp/      

電 話 011-853-8322（平日 9－17 時）  メールアドレス：info@toyohiralink.jp 

グループワークの結果 

ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）研究会の活動 

今後の日本版ＡＣＰの実践のありかたの検討をはじめ、日本全国への 

ＡＣＰの普及啓発も目指したＡＣＰ研究会が設立されました。 

 ６月１１日（土）愛知県にて第１回年次大会が開催され、西岡病院の 

澤田 格 医師がシンポジストとして登壇し、当会の取り組みについて 

報告を行いました。今後もＡＣＰ研究会の取り組みに協力をしていきます。 

◎ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング研究会 

ホームページ http://www.ncgg.go.jp/zaitaku1/acp_hp/ 

【用語解説】ＡＣＰ「アドバンス・ケア・プランニング」 

今後の治療・療養について患者・家族と医療従事者があらかじ 

め話し合う自発的なプロセス。患者が望めば、家族や友人とともに行われる。 

－患者が同意のもと、話し合いの結果が記述され、定期的に見直され、ケアにかかわる人々の間で共有されるこ 

とが望ましい。 

－ＡＣＰの話し合いは次の内容を含む。・患者本人の気がかりや意向  

・患者の価値観や目標・病状や予後の理解 ・治療や療養に関する意向や選好、その提供体制 

（参考：E-FIELD 平成 27 年度人生の最終段階における医療体制整備事業 研修会 資料） 

（国立長寿医療研究センターホームページ：http://www.ncgg.go.jp/zaitaku1/eol/kensyu/2015kensyu.html） 
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